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研究成果の概要（和文）： 

 実半単純 Lie 群の放物型誘導表現を，その Jacquet 加群を具体的に計算することで理解
することを目標とした．当初予定していたよりも，より直接的な記述を得られることに気
づき，必要な理論の整備を行った． 
 
研究成果の概要（英文）： 

  The aim of this study is to investigate the structure of parabolic induction of a 

semisimple Lie group via calculating its Jacquet module. I noticed that more direct 

description than I expected can be obtained. New frameworks are needed for such a 

description. Some of them are established. 
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１．研究開始当初の背景 

 実半単純 Lie 群の表現論において，放物型
部分群からの誘導による表現の構成法が有
用であることは，広く認識されている．しか
し，そのようにして得られた表現（放物型誘
導表現）の構造は複雑であり，まだまだ深く
理解されているとは言い難い． 

 本研究は，Jacquet 加群の具体的な計算を
通じて 放物型誘導表現を理解することを目
標とした．Jacquet 加群はその計算結果の記
述方法がなかったため，これまでその威力を
発揮せずにいたと思われる．しかし，このよ
うな加群を記述する手段を与えるものであ

ると思われるモーメントグラフの理論が近
年発展してきたところである． 

 

２．研究の目的 

 放物型誘導表現の Jacquet加群を具体的に
記述することにより，放物型誘導表現の詳し
い構造を明らかにすることが目的である． 

  

３．研究の方法 

 Jacquet 加群の記述にはモーメントグラフ
の理論を用いる．既存のモーメントグラフの
理論では記述には不足であるため，その一般
化を確立する．それにより，変形された
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Jacquet 加群の記述を行うことができる．得
られた記述をもとに，放物型誘導表現の具体
的な性質を明らかにする． 
 
４．研究成果 
 モーメントグラフの理論により記述を行
うために必要な，いくつかの放物型誘導表現
の性質を示した．また，モーメントグラフの
理論の一般化を行うことを試みたが，その研
究の過程で変形されていない Jacquet 加群の
記述が可能である可能性に気づき，そのよう
な記述に適した形の理論の確立を目指した．
いくつかの結果を得たが，今のところ完成に
は至らず，今後の課題である． 
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